
セ
イ
l
l
セ
キ

一
大
文
七
年
か
ら
安
永
七
年
ま
で
の
抱
取
で
、
巻出聞
に

閉
山
政
本
の
序
が
あ

b
、
内
組
に
記
録
と
あ
る
の
は
政

隣
記
録
そ
略
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
第
十
二
般
か

ら
第
三
十
一
加
ま
で
は
、
安
永
八
年
か
ら
文
化
十
一

年
八
且
ま
で
の
杷

mで
、
内附
闘
を
耳
目
頭
録
と

L
、

そ
の
第
十
二
加
に
は
『
是
迄
凶
日
政
務
記
録
之
監
改
v

之。
』
と
L
、文
安
永
八
年
犯
朔
源
正
鄭
の
序
が
あ
る
。

以
上
合
は
せ
て
外
組
は
い
づ
れ
も
政
郡
杷
で
あ
る
。

セ
イ
リ
ン
ジ

車両
林
寺

閲
門
岡
部
和
合
に
在
っ
て
、

町
制
宗
に
邸
す
る
。
も
と
駿
河
志
川
部
時
間
に
背
林

服
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
年
こ
の
地
に
移
・
旬
、

大
疋
二
年
七
月
之
を
背
林
寺
と
改
め
た
。

セ
イ
リ
ン
ジ

清
硲
寺

臥
京
都
中
谷
公
可
束
中

谷
〉
に
在
っ
て
、
興
宗
京
仮
に
回
す
る
。

セ
イ
ロ
ヲ

清
六

能
美
都
市
代
郷
に
臨
す
る
邸

存
。

セ
ガ
サ
キ

淑
ヶ
崎

臥
京
都
赤
附
の
部
訴
か
ら

北
方
の
小
川
で
、

一
名
を
鐙
態
附
と
い
ふ
。

セ
ガ
ハ
ク
ラ
ウ
ド

瀬
川
議
人

初
め
奥
兵
衛
。

川
出
長
八
年
前
別
利
長
に
仕
へ
て
百
石
を
受
け
、
寛
永

元
年
間
担
。
子
孫
柑
緩
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

セ

キ

席

叉
御
席
と
も
い
ひ
、
務
の
執
政
老
臣

の
取
引
仙
室
の
こ
と
で
あ
る
。
『
御
輿
風
波
許
、
府
へ

出
、
御
打
初
御
税
式
首
尾
能
相
組
問
候
回
目
巾
問
候
。
』
と

い
ふ
如
く
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

セ
キ
ガ
キ
席
骨
骨
寺
子
屋
で
は
、
保
年
一
次
、

寺
院
な
ど
を
曾
揚
に
宛
て
、
同
窓
新
留
の
門
生
を
集

め
、
衆
人
部
視
の
聞
に
大
小
随
綜
の
文
字
を
都

L
、

之
を
府
部
と
い
う
た
。
府
間
闘
は
粂
ね
て
部
門
出
し
て
置

い
た
作
品
と
共
に
壁
上
に
貼
布
し
、
以
て
来
賓
の
股

慨
に
供
し
た
。

セ
キ
キ
ヨ
コ
ド
ウ
右
居

E
遊
金
抑
附
田
洞
宗
質

問
幸
二
十
代
の
住
持
。
安
永
六
年
丸
月
錨
州
吹
田
純

凶
寺
よ
り
泌
山
L
、
九
年
三
月
陪
町
、
同
年
九
且
三

日
泌
化
し
た
。

セ
キ
グ
チ
ド
ウ
イ
ク

関
口
廼
育
江
戸
住
の
外

科
殴
。
明
和
六
年
召
脱
さ
れ
て
二
十
人
扶
持
吟
受

け
、
寛
政
四
年
史
に
十
人
扶
持
府
加
へ
ら
れ
た
。

セ
キ
グ
チ
ヒ
ラ
キ

開
口
開
幼
名
安
次
郎
。
松

原
信
軍
け
の
凶
子
で
、
定
格
御
歩
側
口
部
兵
衛
に
誌
は

れ
た
。
安
政
三
年
初
め
て
お
法
宇
一
泊
川
友
直
に
県
び
、

後
務
の
版
敬
師
長
州
入
戸
内
川
伊
八
郎
に
脱
い
て
商
枠

鍛
閉
山
の
一
附
令
受
け
、
濯
に
英
側
川
和

-m到
し
て
ホ
ッ

ト

y
・
チ
ヤ

y
バ
1
・
ト

1
ド
ハ

y
〆
!
与
の
数

mhu

を
捗
田
制
し
、
微
積
分
に
↑
甲
山
ろ
ま
で
そ
究
め
、
請
す
所

甚
だ
多
か
っ
た
。
開
明
治
十
七
年
四
月
十
二
日
平
年

四
十
三
官
以
て
放
す
る
に
来
る
ま
で
県
校
に
政
刷
慨
を

執
旬
、・
叉
箭
忽
舎
を
聞
い
て
諾
生
に
教
授
L
、
門
下

佼
材
た
出
い
た
こ
と
多
く
、
況
に
こ
の
地
方
じ
於
け

る
商
洋
倣
尽
の
弘
前
胞
で
あ
っ
た
。
大
疋
凶
年
十
一
月

十
日
特
世
田
一
世
以
て
従
五
位
を
誼
附
せ
ら
れ
た
。
そ
の

若
山
叉
は
剛
同
部
は
左
の
泊
り
で
あ
る
。

敏
弘
問
題
集
二
皿
刷
新
畑
山
政
車
二
加

相
川
法
鰐
瑚
問
答
三
締
結
鼠
問
削
船
山
二
加

幾

何

初

歩

二

加

幾

何

初

慰

問

問

一

加

ハ
以
上
刊
行
〉

敏

同

小

稽

古

本

一

加

平

三

角

一

郎

測

鉛

二

加

弧

三

角

一

加

航
海
出
向
用
法
一
川
封
政
出
国
一
一
加

微

分

術

一

加

宮

口

氏

微

分

術

諦

二

加

微
分
術
附
録
一
山
即
答
氏
孤
三
品
川
術
抄
将
一
冊

答
氏
平
三
角
術
抄
諒
三
加
担
口
氏
筏
何
mv
抗
加

答
氏
積
分
術
二
加
答
氏
代
蚊
問
イ
}
丸
加

答
氏
問
銭
形
時
価
断
街
二
加
答
氏
仰
力
尽
一
冊

(
以
上
未
刊
)

セ
キ
ゲ
ン
テ
キ

関
玄
迫

で
あ
っ
た
が
、
天
明
五
年
御
殴
師
と
し
て
お
出
さ

れ
、
町
政
六
年
間
担
。
そ
の
子
玄
迦
如
鰐
(
初
支
部
)
之

こ

2
:こ。

t
z
L
f
 

セ
キ
サ
イ

穣
奈

加
賀
山
仙
の
m
Z枚
の
制
郊
の
郁

は
、
例
主
以
来
降
年
一
川
且
明
倫
立
で
之
を
行
う
た

が
、
天
保
十
年
か
ら
二
月
上
丁
と
な
り
、
若
L
事
故

が
あ
れ
ば
、
二
月
巾
丁
・八
月
上
了
・
入
且
中
丁
に
も

延
期
せ
ら
れ
た
。
孔
子
の
倣
は
、
初
め
椛
像
そ
用
ひ

た
が
、
天
保
十
年
以
後
明
の
朱
弊
水
の
白
い
た
一
荒
田
山

先
剛
孔
子
制
位
の
水
引
ル
一安
む
し
た
。
こ
れ
は
併
て

前
川
綱
紀
の
命
じ
て
出
国
L

っ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
、

mT校
中
で
付
以
下
の
助
制
限
只
一
間
出
校
L
、

前
川
臨
な
式
売
陣
中
げ
た
。
耐
闘
の
奥
供
は
大
側
一
…

m
-

上
自
米
一
刻
・
白
黒
鉛
餅
一
目
別〈
出向は
胡
腕
入
Y
脳
・

芹
・
か
ら
す
み
・
時
挺
門
事
廿
は
九
年
品
川
・技
椀
の
類
、

秋
は
梨
と
市
仰
の
額
〉
で
あ
り
、
祭
山
川
は
叩
拙
削
世
間
犯

子
・土
問
川
郎
・呑
雌
・水
指
各
一
の
外
、
捌
巾
布
一
尺
・

三
方
・目
指
の
み
で
あ
っ
た
。
係
の
執
取
は
時
間
者
二
人
・

許
容
一
人
・災
者
二
人
・
執

m一
人
・
祭
樹
二
人
で
あ

る
。
こ
の
線
開
副
所
俗
に
畑
山
口
前
儀
式
と
も
い
ひ
、
明
治

元
年
二
月
仲
丁
に
行
は
れ
た
の
が
最
終
で
あ
っ
た
。

セ
キ
ゲ
ハ
ア
キ
キ
ヨ

開
運
明
清
逝
裕
孝
三
郎
。

閉山山川の
子
で
、
初
め
川
刑
狛
似
に
間
取
世
修
め
、
文
久

巾
加
約
一
滞
の
選
故
に
よ
っ
て
江
戸
に
留
県
L
、
江
川

太
郎
左
衛
門
及
び
村
川
政
六
に
従
ひ
、
次
い
で
長
崎

に
往
き
、
印
刷
町
二
年
前
川
隆
悦
'
の
滞
侠
と
な
っ
て
か

ら
、
間

m秀
之
助
と
共
に
、
英
京
倫
巾
引
に
留
邸
玄
を
命

ぜ
ら
れ
、
=
一
ヶ
伴
山
町
制
町
て
町
凶
、
明
治
二
年
数
初
出
船

の
教
師
と
な
っ
た
。
後
年
前
そ
以
て
名
と
し
、
内
務

省
・段
商
務
省
の
技
師
に

Mm
任
し
、
能
〈
水
産
を
保

問
奨
励
し
、
H
五
年
官
を
僻
し
て
千
抑
制
綜
館
山
製
這

閉山
・宇
一郎
ひ
、
自
ら
徴
的
脅
指
仰
し
て
金
総
山
神
に
抹

香
鯨
を
鮒
へ
た
。
我
が
凶
妹
呑
鯨
青
鑓
る
こ
と
明
前

元
帥
陣
中
山
附
の
町
殴

四
六

O

に
初
る
と
い
ふ
。
明
治
三
十
年
一
月
九
日
一泊
十
究
此

を
以
て
授
。

セ
キ
ザ
ハ
ナ
ホ
フ
ザ

闘
運
向
房

辺
都
安
太
郎
・

助
九
郎
・
安
左
衛
門
。
徒
出
町
十
二
年
失
脚
川
町
川
成
尽
の

辿
知
百
武
十
石
宇
-m開
F
、
組
外
に
斑

L
、
後
大
小
怖

と
な
り
、
御
帥
附
奉
行
・
御
使
番
に
任
じ
、
覧
政
十
八

年
物
間
間
前
に
昇
っ
て
百
石
そ
加
へ
、
文
化
五
年
御
先

問
調
に
准
み
、
入
年
間
二
月
十
六
日
現
し
た。

セ
キ
ザ
ハ
フ
サ
キ
ヨ

開
運
一
居
清
泊
初
給
次
郎

」
ハ
左
衛
門
、
後
安
左
衛
門
。
告
老
の
後
遜
翁
と
精
し

た
。
天
保
二
年
家
や
・
裂
ぎ
、
政
二
百
一
出
十
析
を
受
け
、

Mm
廻
組
に
班
し
た
。
後
隠
市
本
吉
の
奉
行
と
た
り
、

十
一
年
そ
の
設
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
僻
し
た
が
、

弘
化
四
年
文
抑
制
制
務
行
に
納
せ
ら
れ
、
年
計
出
町
出
弘

を
輔
け
て
鵠
弊
を
改
革
L
、
高
永
六
年
に
は
小
松
脂

廻
番
聞
に
制
じ
、
川
開
中
行
を
銑
ね
、
次
い

で
安
政
元

年
趨
青
山
眠
っ
て
職
宇
一
犯
ぜ
ら
れ
、
百
年
叉
一
車
槌
々
、仰

て
遁
鴻
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
久
三
年
宥
さ
れ
、
能
鷲
に

修
っ
て
在
香
と
な
り
、
元
治
元
年
京
都
に
役
し
た

時
、
恰
も
蛤
御
門
の
回
目
に
曾
L
、
禁
闘
を
笥
備
し
て

功
が
あ
り
、
図
っ
て
阿
飢
に
地
み
、
文
州
場
奉
行
止

金
ね
た
。

明
治
元
年
伏
見
鳥
羽
の
続
に
、
房
前
京
都

か
ら
定
せ
て
帥
出
報
そ
金
制
仰
に
致

L
、
以
て
一
滞
の
方

針
を
定
め
し
め
、
北
経
の
役
に
は
務
の
獄
混
と
な
っ

た
。
後
徴
士
に
皐
げ
ら
れ
、
越
後
府
民
政
局
に
出
仕

L
、
価
刑
判
取
に
任
ぜ
ら
れ
、
晩
年
東
京
に
仲
忙
し
、
明

治
十
一
年
七
且
八
日
七
十
一
践
を
以
て
放
し
た
。

セ
キ
ザ
ハ
ロ
ヲ
ダ
ユ
ウ

開
漂
六
太
夫

前
回
利

治
に
仕
へ
て
百
石
荷
額
し
た
。
子
源
相
幽
嗣
い
で
滞
に

仕
へ
る
。

セ
キ
シ
ゲ
ヒ
デ

闘
霊
秀

加
賀
務
の
老
臣
村
升

氏
の
臣
回
開
滋
左
衛
門
の
子
。
文
政
元
年
八
月
滞
士
の

列
に
加
へ
ら
れ
て
米
地
百
五
十
石
を
脇
は

b
、
組
外

困』


